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エビの漁獲体長組成からみたかご入口の選択性

山根 猛●･飯高勇之助● 
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Ⅰ は じめ に 獲選択作用を野外実験から検討したものである. 

近年,漁場の有効利用,資源管理の視点から受動

的漁具であるかごの利便性,一般的に小型で操業が H 材料および方法

F容易.多数の同時使用が可能,が再認識されてきて 実験は琵琶湖 (南湖)のえびかご漁場 (i 1g.)で,

いる.かご漁具は入口の大きさ,構造を変えること 入口高さ (Hcm),直径 (Dcm)の異なる円筒形上

により,漁揮対称水族の種類.大きさを選択するこ i 2g.
F
□かご ( )を便用して行った.かごは現在えび

とが可能なため占くから世界各地において使用され かご漁業で使用されているプラスチック魁円筒かご

6c0cm2てきた.かごの漁獲機構を調べるに際して,入日の の胴の部分 (直径 : ,商さ :1 m)を使用し,

漁凝選択作用 (水族を体長別に在 り分ける入口の作 03.その上部に厚さ mmの塩化 ビニール製の漏斗状

用を指す)は無視できない問題である. の入口を取 り付けたものである.各かごの入口高さ,

比較的大型のかごの場合,網 目の寸法 と漁接体 ig.F,le
ba
直径を T lに示した.かごは無餌とし 1に

長トSl,入口直径と漁獲体長6･7)との関係についての 示したえびかご漁場の湖岸寄りの所 (水深は 2-3 

報告があり,その漁獲選択作用について資料が得ら m)の水底に.湖岸に平行に一列に置いた.貰験期間

605589は1 年 5月2日から1月2

の体長組成と関係して.入口直径.高さの両方が漁 菜期間内であった.揚かごは原則として週 1回とし,

れている.-一方,小型のかごの場合,漁獲対称水族 日までで,漁･業者の操

庇選択作用に影申してくると思われるがこのような 0当日午前1時にかごを朗げ.かご内のえびの残留尾

視点からの報告はほとんどなされていない. 数ならびにそれらの体長組成を調べた.実験期間中

本研究は小型かごの漁都選択性に関する基礎的知 の表面水温は楊かご時に水銀温度計で測定 した 

見を得る番を目的として,現在,琵琶湖のえびかご

漁業において使用されている小型円筒上□かごの漁 
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さ,直径の関数 として表わされるとすれば した.漁樫尾数の場合,反対に入口の高さとの相関


BL-i ) 係数の値が大きくなった (=- 1
).従来,漁具は(H,D) 

D,
】be

となる.ここで Hは入口の高さ は直往である. 

Ta 3は BL,H,Dの関係を示 したもので,ここ

基本的には漁凝血の増大を主眼 として設計がなされ

てきた.本実験で得 られた結果は,この漁具が漁避

では BLは各か ごで漁獲 され た個体の毅大体長 出の増加に加えて対称種の大型体長の漁坪を考慮 し

L(BmaX)で代表させている.Dと BLmaxの相関係数 て設計されてきたことを礎付けている.

ここでは漁控尾数の点 も考慮 して,H/D という無itrxlebr( )は Ta 3の Ma Iに示 した ように H と 

5g.

BLm.xの rに比較 して大きくなった.今,生産手段 と 次元数でもって本実験の結果を薮理 した. 

Fiしての漁具を考えた場合,漁粧物の体長 とともにそ

2)

は各か ごの漁獲物の体長の選択幅 と H/D

の関係を示 したものである.体長の選択幅を(式の

ように考えた.H,

の漁凝尾数も考慮される必要がある.漁獲尾数 (Cn)

と D itrxlbとの関係を求め,Ta e3の Ma IIに示

36
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S,個体の残留が多かったことにより ｡が大きくなっ

たものと推察される.は選択幅 

BLSe-

Sc

n aJBL (2)
m.n 

BL .n.nは各かごで漁獲された個,ここで 

5g.

留個体の体長を選択 していることが示唆される.験値は若干散らばっているが,ある範囲については

体の最小体長である.Fi に示された選択幅の実 これらの罫から,小型円筒上ロかごは D,Hで残

4g.

≦S3 <c

<c6g.

ほぼ-定と仮定し,これを近似的に,2≦Sc<3, 次いで,それぞれの S｡について,Fi に示した

Fi に示した.3≦S

4, 4≦Seに分けた. 体長の各階級に対する漁粧尾数の相対度数を求め, 

2≦S<c

分布している.Dが小さい場合,大型個体の入かご

3の場合,実験値は H/Dの広い範囲に 4の場合,比較的大型の個

<c体数が多く,小型個体数の多いのが 2≦S

の 合となった.漁凝体長組成から考える場合,これら

3の場

cm.は困難であろう.今回の実験において D=12

場合,体長 8cm以上の個体の残留は認められなか の結果はすでに述べた串からむ推察される.


った.また,Dが大きくてらHが小さければ大型個 ここで各 S｡についてかごの個数が異なっている
 

体の入かごは困難と思われる.また,Dが小さい場
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3
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Hが比較的大きい場合,脱出数の増加する歩が推察 ため,漁獲尾数とScとの関係を平均値 (1かご当り

｡3≦S

範囲に分布している.H/Dの値から考えて大乱 小

型の個体が入かごすると思われる.前述 したように 

<4の場合,実験値は H/Dの比較的狭い
htaug .

lbされるので,Hの大きい所では,小型,大型個体の の平均漁粧尾数)を用いて表わしたのが Ta C4で, 

脱出の llJ能性がある. 3≦SL<4の場合,相対度数が若干大きくなる結果.

4≦Seの場合.実験値は H/D-2の付近に雄 を示している.

m中している.琵琶湖産テナガエビは体長が 8-9c 生産手段としてかご漁具を考える場合,漁種iiの

で,胴幅は個体による変動はあるが15cm. 前後であ 増大 とともに大型個体の漁礎をEl的とした設計がな

<c

ることから考えると,この場合,大型個体の入かご, されているはずである.従って,この目的からすれ

ば,3≦S残留とともに,Dからみて脱出可能な比較的小型の 4,H/Dの値が 2- 4の範囲にある(た
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